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FY2024/2Q エグゼクティブ・サマリー

連結売上高は堅調に推移、連結利益は期初計画通りで通期見込みには変更なし

株主管理プラットフォーム事業は増収

人材採用やベースアップなど、積極的な人材投資

連結売上高は、プレミアム優待倶楽部の既存顧客の株主優待ポイントの増加、統合報告書の制作をはじめとするサステナビリティ
ソリューションの大幅伸長により、前年同期比105.3%
連結での各段階利益は、期初計画通りに推移し、通期見込みには変更なし。単独での各段階利益は、前年同期比、計画比ともに
プラスでの着地

プレミアム優待倶楽部の契約社数は、前期末から3社純増の93社まで拡大。売上高は、既存顧客の株主優待ポイントの増加、及び
新規受注により前年同期比114.7%
サステナビリティソリューションは、大型案件の受注や上場企業を取り巻く開示ルールの変化を背景とした需要拡大により、前年
同期比141.5%の大幅成長を実現

給与のベースアップに加え、業務拡大に伴う積極的な人材採用に伴い、人件費が上昇したものの、コスト削減も併行し、
営業利益の期初計画比では、連結で116.8%、単独で121.9％の上振れ。
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決算概況

プレミアム優待倶楽部、及びサステナビリティソリューション（統合報告コンサルティング等）の伸長により、連結売上高は
2,162百万円（前年同期比105.3%、計画比102.3%）、単独売上高は2,016百万円（前年同期比114.9%、計画比106.5%）。
連結営業利益は、人材採用強化による人件費増で、 498百万円（前年同期比100.4%、計画比116.8%）、単独営業利益は548百
万円（前年同期比110.8%、計画比121.9%）となった。

(金額単位：百万円)
2Q 通期 2Q 通期 2Q 通期 2Q 計画比

前年

同期比
2Q 通期 連結 計画比

前年

同期比

売上高 1,754 3,879 2,054 4,480 1,892 4,364 2,016 106.5% 114.9% 2,113 5,000 2,162 102.3% 105.3%

売上原価 885 2,046 1,055 2,392 973 2,365 974 100.1% 110.1% 1,094 2,721 1,041 95.2% 98.7%

売上総利益 869 1,833 998 2,087 918 1,999 1,041 113.4% 119.8% 1,018 2,278 1,120 110.0% 112.2%

販売費及び一般管理費 374 905 502 1,172 468 999 493 105.2% 131.8% 591 1,272 622 105.2% 123.9%

営業利益 494 927 496 914 449 1,000 548 121.9% 110.8% 426 1,006 498 116.8% 100.4%

（営業利益率） 28.2% 23.9% 24.2% 20.4% 23.7% 22.9% 27.2% ー ー 20.2% 20.1% 23.1% ー ー

経常利益 493 925 496 911 450 1,000 555 123.2% 112.5% 425 1,002 504 118.4% 101.6%

親会社帰属当期純利益 335 510 337 506 312 666 397 127.0% 118.4% 287 668 345 120.2% 102.4%

FY2023 FY2024

計画 計画実績 実績
単独 連結

単独 連結



©WILLs Inc. 3

セグメント、及び商品別概況（内部取引控除後）

内部取引控除後のプレミアム優待倶楽部の売上は、顧客当たりの販売単価の上昇により前年同期比116.0%、サステナビリティ
ソリューションの売上は、サステナビリティ情報やTCFDの要請も相まって、大企業を中心に統合報告書の制作案件の引き合いが
旺盛となり前年同期比141.5%と、それぞれ増収となった。一方、Web検索からのアクセスが減少したことやインフルエンサー売
上の減少により、広告事業は前年同期比45.6%と減収となった。

(注）本表では、グループ会社間の内部調整、及び内部取引控除後の金額を表示しております。

FY2023 FY2024

（金額単位：百万円） 2Q 2Q 差額 百分率

連結売上高 2,054 2,162 107 105.3%

　１．株主管理プラットフォーム事業 1,754 2,016 261 114.9%

　　①プレミアム優待倶楽部 1,427 1,635 207 114.6%

　　②IR-navi 161 170 9 106.1%

　　③サステナビリティソリューション 112 158 46 141.5%

　　④その他 54 51 ▲ 2 95.2%

　２．広告事業 360 189 ▲ 171 52.4%

　　①自社媒体Web広告 261 90 ▲ 171 34.5%

　　②Web広告代理店及びアドバタイジングゲーム 72 72 0 99.9%

　　③その他 26 26 0 100.0%

営業利益 496 498 1 100.4%

前年同期比
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0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

売上高

営業利益

親会社帰属

当期純利益

通期計画 2Q計画 2Q実績

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

売上高

営業利益

当期純利益

通期計画 2Q計画 2Q実績

4

期初計画に対する業績進捗率（連結・単独）

■連結業績進捗率 ■単独業績進捗率

連結売上高は、連結子会社における減収をプレミアム優待倶楽部、サステナビリティソリューションで吸収し、前年同期比
105.3%。人材採用やベースアップなど積極的な人材投資を行ったことで販売費及び一般管理費が前年同期比で増加したが、
連結営業利益は前年同期比100.4%で着地。

43.2%

49.5%

51.7%

通期計画vs.2Q実績

46.1%
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単独サービス別四半期売上高の推移

（金額単位：百万円）

プレミアム優待倶楽部は、前期末から3社純増し、前年同期比114.7%と堅調に推移。サステナビリティソリューションは、
サステナビリティ関連情報の開示やTCFDなどを背景に旺盛な需要により、前年同期比141.5％と大幅に成長。

FY2017

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2018

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2019

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2020

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2021

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2022

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2023

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2024

1Q 2Q

その他 2 13 3 11 3 14 2 5 4 7 2 6 4 9 9 14 10 44 11 14 12 46 8 10 10 43 12 15 9 41

サステナビリティソリューション 1 1 6 0 1 21 125 82 32 45 126 82 43 44 176 80 69 40 209 102 55 46 203 242 79 32 263 280 104 54

IR-navi 55 104 56 56 44 86 50 51 49 93 52 64 61 100 56 64 62 104 52 66 59 101 50 62 61 99 55 67 68 102

プレミアム優待倶楽部 33 74 100 126 71 140 180 279 215 272 273 463 337 404 366 427 322 593 496 433 392 819 766 525 504 925 772 652 572 1,062
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＋3社

(純増)

プレミアム優待倶楽部
前期比114.7%



©WILLs Inc. 6

プレミアム優待倶楽部の顧客数推移

93社

契約済み顧客数

プレミアム優待倶楽部の顧客数は、契約締結済みの顧客数のみカウ
ントしております。その為、新設、廃止を含めた適時開示済みの顧
客数とは異なる場合があります。

（注）2024年6月30日現在

業績懸念先企業やTOB等による上場廃止に伴う解約があるも、大企業を中心に株主管理DX、流動性に課題のある企業からの需要も
強く、前期末から顧客社数は3社純増し、93社となった。
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IR-naviの顧客数推移

352 社

契約済み顧客数

IR-naviの顧客数には、プレミアム優待倶楽部の顧客数が含まれてお
ります。IR-navi単体の顧客数は、259社です。

（注）2024年6月30日現在

IR-naviの顧客数は、IR-navi単体の顧客数による増加、プレミアム優待倶楽部導入企業が増加し、前期末から9社純増し、
352社となった。
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連結財政状況

(金額単位：百万円)

流動資産 2,795 3,107 311 ー

　現金及び預金 2,412 2,534 121 四半期純利益の増加

　受取手形、売掛金及び契約資産 303 492 189 売上増加による債権の増加

有形固定資産 48 46 ▲ 2 ー

無形固定資産 581 623 41 システム開発ソフトウェア等取得及び償却、のれん償却

資産合計 3,662 4,035 372 ー

流動負債 1,769 1,927 158 ー

　買掛金 333 506 173 仕入債務支払

　短期借入金 266 303 37 ー

　１年以内返済長期借入金 23 22 ▲ 1 ー

　未払法人税等 170 157 ▲ 13 未払法人税計上

　契約負債 634 677 42

固定負債 39 29 ▲ 10 ー

株主資本 1,850 2,072 221 当期純利益、配当金支払、他

負債・純資産合計 3,662 4,035 372 ー

FY2023 前期末との差額 主な要因FY2024/2Q
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連結キャッシュフロー計算書

営業CFは、営業CFのキャッシュ創出力拡大により、340百万円のプラス

投資CFは、定期預金の払戻による収入により、880百万円のプラス

フリーキャッシュフロー(営業CF+投資CF)は、1,220百万円のプラス

(金額単位：百万円)

FY2023

(連結)

FY2024

2Q
備考

営業活動によるキャッシュフロー 947 340

税引前四半期純損益（504）、減価償却費（44）、のれん償却額（11）、貸倒引当金の増減額（0）、

ポイント引当金の増加額（△は減少）（△3）、株主優待引当金の増加額（△は減少）（△6）、賞与引

当金の増加額(△は減少)（△14）、役員賞与引当金の増加額(△は減少)（△21）、受取利息及び受取

配当金（△7）、支払利息（2）、固定資産除却損（△は益）（0）、売上債権の増減額(△は増加)（△

183）、棚卸資産の増減額(△は増加)（0）、仕入債務の増減額（△は減少）（172）、未払金の増減額

（△は減少）（△3）、前受金の増減額（△は減少）（42）、未払消費税等の増減額（△は減少）（△

24）、その他（△19）、利息及び配当金の受取額（7）、利息の支払額（△2）、法人税等の支払額

（△160）

投資活動によるキャッシュフロー ▲ 1,246 880
定期預金の払戻による収入（1,000）有形固定資産の取得による支出（△1）、無形固定資産の取得に

よる支出(△93)、会員権の取得による支出(24)

フリーキャッシュフロー ▲ 298 1,220 ―

財務活動によるキャッシュフロー ▲ 354 ▲ 98
短期借入金の純増減（△は減少）（37）、長期借入金の返済による支出（△11）、配当金の支払額

（△124）

現金及び現金同等物の増減額 ▲ 652 1,121 ―

現金及び現金同等物の期首残高 2,065 1,412 ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,412 2,534 ―
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自己株式の取得について

2024 年８月６日開催の臨時取締役会において、以下の通り、会社法第 165 条第３項の規定により読み替えて適用される
同法第 156 条の規定に基づき、自己株式の取得を行うことを決議しました。

１．自己株式の取得を行う理由

当社は、株価水準とキャッシュアロケーションの状況に鑑み、資本効率向上を図り、市場環境、及び
経営環境の変化に応じた機動的な資本政策を遂行することを目的に自己株式を取得していくことを
基本方針としております。
この度、当社の上記基本方針に基づいて、自己株式の取得を行うことといたしました。

２．取得に係る事項の内容

(１) 取得対象株式の種類 ： 当社普通株式
(２) 取得する株式の総数 ： 621,000 株（上限）

(発行済株式総数(自己株式を除く)に対する割合 3.00%)
(３) 株式の取得価額の総額 ： 300 百万円（上限）
(４) 取得時期 ： 2024 年８月 15 日～2024 年 12 月 30 日
(５) 取得の方法：東京証券取引所における市場買付け

（自己株式取得に係る取引一任契約に基づく市場買付け）

(ご参考) 2023 年 12 月 31 日現在の自己株式の保有状況
発行済株式総数（自己株式除く） ： 20,713,207 株
自己株式 数 ： 341,193 株
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生成AIを活用した海外投資家向けIR動画コンテンツ制作を目的とした

スターティアホールディングス株式会社との業務提携

生成AIを活用した上場企業の海外向けIR動画コンテンツ制作サービスの提供1

2

3 相互顧客紹介、営業協力体制構築、及び販売代理

当社IR-naviシステムへのサービス組み込みの検討

スターティアホールディングス株式会社との業務提携
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株式会社原徳太郎商店の全株式取得（子会社化）

プレミアム優待倶楽部の収益基盤の拡大・強化を目的に

全酒類販売免許を持つ株式会社原徳太郎商店を子会社化

プレミアム優待倶楽部を通じた全酒類の全国販売が可能に1

2

3 プレミアム優待倶楽部PORTALでの酒類販売の機会創出

商品ラインナップの拡充による会員の満足度向上
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上場企業を取り巻く環境の変化と
ウィルズのポジショニング
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上場企業とその株主を取り巻く環境に大きな変化が生じている。特にNISAによる個人

投資家の存在感の増大、政策保有株式の解消。この2つはさらに日本の株式市場で加速

するであろう動きだが、これらはウィルズにとっては大きな追い風。

上 場 企 業

政策保有株式解消

PBR1倍 新上場維持基準

新NISA
（個人投資家）

上場企業を取り巻く環境の変化
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プレミアム優待俱楽部

⚫株主プロフィール情報の把握

⚫株主へのメール配信やオンライン説明会

⚫株主ヘのアンケート機能

⚫株主による電子議決権行使機能（WILLsVote）

⚫株主へのポイント付与によるインセンティブの活用

エンゲージメント強化

上 場 企 業
新NISA

（個人投資家）

新NISAによる個人投資家の影響力の増大について、特に大企業は個人投資家への

エンゲージメントを高めようとしている。プレミアム優待倶楽部は、株主ポストような

コミュニケーション機能を充実化させており、企業からの需要が非常に高まっている。

追い風①新NISAによる個人マネーの流入
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⚫政策保有株式残高60兆円（ 2024年３月期末時点）

⚫コーポレートガバナンス・コードの改訂

⚫東京証券取引所の新上場維持基準

⚫資本効率性の改善

政策保有株式の解消背景

大企業による政策保有株式の解消、個人投資家の存在感が拡大。

プレミアム優待俱楽部は数十万人の会員を抱えており、

こちらも企業からの需要が高まっている。

政策保有株式上 場 企 業
売却 買付

プレミアム優待俱楽部
（個人投資家）

追い風②大企業の政策保有株式の解消
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プレミアム優待倶楽部は、マクロ景況感に影響を受けない、

今後の需要拡大が期待できるサービス

上 場 企 業

政策保有株式の解消
新NISA

（個人投資家）

プレミアム
優待俱楽部

2つのドライバーはマクロ景況感に関係なく
日本の上場企業が取り組まなければならない問題。

プレミアム優待倶楽部は、
その問題に即応するプラットフォーム。

今後の成長 
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スモールキャップ企業
優待ポイント型

ラージキャップ企業
株主管理DX型

株 主 数 2千人～5万人未満 5万人以上～90万人

プラットフォーム費用 株主数に連動（数百万円） 株主数に連動（数千万円）

電 子 管 理 費 用 株主数に連動（数十万円） 株主数に連動（数百～数千万円）

ポ イ ン ト 費 用 株主数に連動 －

合 計 1,000万円～3,000万円 3,000万円～1億円

プレミアム優待倶楽部 料金体系イメージ
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時価総額

株主数（多）

顧客単価
（高）

株主との双方向コミュ

ニケーションの強化。

株主管理コスト削減

株価バリュエーションや

流通時価総額の増大。

流動性の向上。

従来

今後

株主管理DX化の流れを背景に、

大手企業によるプレミアム優待

倶楽部の導入増加

大きな成長ポテンシャルが存在

（大）

株主管理DX化の流れによる顧客層の変化
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「個人株主とのコミュニケーションチャネルの刷新による

エンゲージメント強化」を目的として、プレミアム優待倶楽部を導入

情 報 発 信 の 強 化1

2

3 デジタルならではのコンテンツ提供

双方向コミュニケーションの強化

プラットフォームの一元化、電子メール配信

株主割引券の WEB 受取機能など

アンケート、ご意見・ご要望の収集

:

:

:

日本航空株式会社 プレミアム優待倶楽部導入
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情報発信の強化
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株主管理のDX化事例紹介
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• 本資料には、当社に関連する見通し、将来に関する計画、経営目標などが記載されています。これらの将来の見通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮

定に基づくものであり、当該仮定が必ずしも正確であるという保証はありません。様々な要因により実際の業績が本資料の記載と著しく異なる可能性があります。

• 別段の記載がない限り、本資料に記載されている財務データは、日本において一般に認められている会計原則に従って表示されています。

• 当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。

• 本資料は、いかなる有価証券の取得の申込みの勧誘、売付けの申込み又は買付けの申込みの勧誘(以下「勧誘行為」という。)を構成するものでも、勧誘行為を行うためのもの

でもなく、いかなる契約、義務の根拠となり得るものでもありません。

• 当社株式へ投資される際は、投資家ご自身の判断と責任で行われますようお願いいたします。

• 次回の「事業計画及び成長可能性に関する事項」の開示は、2024年12月期 定時株主総会（2025年3月下旬を予定）時までに行います。

ディスクレーマー:本資料の取り扱いについて
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